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完全な救い（ヨハネ19:28-30）
クリスチャンとして、日々、力強く勝利を治め、周りの人々に光を放つ歩みをしていたいという願いはありますが、実際、現実にクリスチャンの方々が、自分の弱さ、様々な欠点などによって、そのようにならずに揺れてしまいます。また、いま自分が置かれている環境が、あまりよろしくないので、険しい環境の中で自分の無力さなどを感じて、また、聖書の約束とは程遠く揺れてしまうクリスチャンになってしまいます。また、状況が思い通りにうまくいかず、どうにもならないときもあるし、次々と状況が変わってしまうときもあります。そういうことで葛藤を覚えたり揺れてしまうときもあります。それが長く続きますと、そういうものかな、しょうがないなとマンネリ化してしまう傾向もあります。
しかし、今日、礼拝をささげているレムナント教会の兄弟姉妹の皆さんは、クリスチャンが揺れる理由は、弱さのためではなく、環境が険しいからではなく、すでに信者である自分自身に、神様から与えられているキリスト、イエスによってもたらされました救いの祝福がどんなものなのかが分かっていないし、味わっていないからなのだということを心にしっかりと留めていただきたいと思います。自分が弱いものであっても、キリストの十字架によって、皆さんひとりひとりに与えられました救いの祝福は完全なものです。救いの祝福が本当に完全なものだという理解と信仰を持っていないと、その救いの祝福に集中できません。自分の弱さにぶつかって限界を感じるときでも、救いの完全なる祝福に集中するようになります。だからこそ、他のものに惑わされずに、救いの完全な祝福に集中するようになるのではないでしょうか。しかし、救い、救い、と言いながらも、それが70%ぐらいの中途半端な救いであれば、そこに何もかもカットして集中することは理論的にも無理です。大体、信徒の頭の中には、感謝なのですがキリストによって与えられた救いがそんなものとしてイメージされ、インプットされているのではないでしょう。その部分を正して修正していかなければなりません。結局、集中できないので、例えば、70％だったら30％ぐらいはどこか別のものを探さないといけないし、首を突っ込まないといけないわけです。集中できません。それでより混乱してしまいます。集中できないことを分裂と言います。精神的にもそれがすごく激しくなると、分裂症にまで行ってしまいます。医学的に病気まではいかなくても、集中できるものでない救いの祝福であれば、いつまで経っても混乱は終わりません。その部分を、そうしなくてもいいし、それを十分に打ち勝って乗り越えられる完璧な祝福をいただいているのにもかかわらず、そこの分を損してしまうことに対して、心から残念に思って改めていただきたいと願います。
いよいよイエス様が十字架にかけられて、死を迎えることになりました。イエス様は、十字架の上で死なれました。それは罪深い人間が、キリストを十字架につけて「殺せ、殺せ」と叫んで、結局、罪ある人間によってこらされて、死刑にされたというのはもちろんです。そういう側面もありますが、でも、イエス様が死なれたということ正確に考えないといけません。今日の聖書を見ますと、イエス様が十字架の上で「渇いた」とおっしゃいました。それはキリストがどのようになさって、どうするのかと預言されていることを全部、聖書の言葉が成就するためになさることです。一つ一つが全部そうです。イエス様は、処女マリヤの胎に身ごもるようになりました。その身ごもったときから、この世にお生まれになり、成長して、公けにみことばの働き、病人をいやしたり、様々なしるしを現したりという生涯を送ることになります。イエス様が身ごもられたそのときから、十字架にかけられるまでのすべての生涯が、実は、キリストとしての生涯であり、罪ある私たち人間の救いを完成するための旅路のようなものだったのです。旅程でした。すべてが。処女マリヤが身ごもった、それも救いのためにキリストがそういう形で来られると預言されていた聖書が成就する内容でした。全部がひとつひとつ聖書が成就するために、つまり、神様の約束である救いを完成するためのプロセスであったのです。そういうことをひとつひとつ証明するために、最後の最後には「渇いた」とおっしゃり、聖書に書いてある通りに、なにかで口のほうにつけたということがあったのです。その救いの完成のためのプロセス、その最後のゴールが何かというと、死なれることです。死なれることによって、神様の約束でした人類の救い、罪人の救いの働きが完璧に成し遂げられて完成するようになるということです。そこでイエス様は、最後の最後に完了したと宣言し、死なれたとは証言せずに、頭を垂れて霊を渡したと表現しました。つまり、人が殺したという側面もありますが、実は、死というものは、イエス様に襲いかかることができないものなのです。製紙のすべてを動かす、まことの神様であるイエス様ご自身に、死がやってくるということはありえないことです。しかし、イエス様が死なれた、息を引き取られたということは、この罪ある人々を救うための神の計画、その救い胃のすべての計画が、全部終えられて完成になったタイミングなので、イエス様は死を許すことができるわけです。それで、イエス様は、最後の最後に死を許されました。分かりやすい言葉で申し上げると、「死、おまえ。いまは来ていい」。ちょっとおかしい表現でしょうけれども、死んであげようというような感じだったのです。それは何を意味するのでしょうか。イエス様ご自身も何回もそういう表現があるし、おっしゃったように、もうすべてが完璧に完了したので、これ以上、十字架の上に長引いている理由はない。「もう死、おまえ、来ていいよ」と死を許されたということは、イエス様が死なれたということは、救いが完全に完璧に完成したというサインなのです。そうでなければ、イエス様は、死ぬことはできません。イエス様は、死にません。でも、イエス様が死なれた、死を許されたというのは、もうこれ以上いらない完璧に救いのわざが終わったので、死が成り立つわけです。それがイエス様の死です。そして、死なれた後、十字架にかかった場合には、すぐに死ぬわけではありません。普通の人間は。だから、両側の強盗は、まだ死んでいません。イエス様は、人間的に考えると、まだ死なずにいらっしゃるはずなのですが、ご自分ですべてが完成になり終わったので、もうこれ以上ここで耐える理由などないので、死を迎えるようになり、死を許されました。だから、完璧に死なれました。そのとき、両側の強盗は、まだ死なずにいました。死んでいくところでした。しかし、安息日、過越しの祭りだったので、このまま十字架にずっとかけているわけにはいかないということで、ローマの兵隊にお願いしました。「もう殺してください」と。それで足を折ることによって、まだ死んでないものを完全に殺す作業に入りました。そこで、イエス様のところに来ては、足を折る理由がない。なぜかというと、もうすでに死んでいらっしゃるからです。理解できますでしょうか。イエス様は、普通に死なれたわけではありません。イエス様が死なれたというのは、救いの祝福が一点たりとも漏れることなく完璧に成就して完成になったということです。イエス様の死を、そのように理解していただきたいと思います。

それで、改めて、もう完璧に死んだ、つまり、救いが完璧に完成したということに釘を刺して確認する作業が行われます。ローマの兵たちが、二人は足を折ってしまいましたが、足を折る理由がないと、槍でわきのほうを刺しました。そのときに水と地が全部外に出たということが書かれています。つまり、槍を刺したというのは、イエス様が死なれたということを改めて徹底的に確認する作業です。死んだから。もう一度言います。イエス様が死なれたというのは、救いが完璧に完成したということでしょう。槍でイエス様のわきを刺したというのは、死を改めることですから、救いが完璧に完成したということを改める作業なのです。つまり、イエス様の救いの働きは徹底的に完成になったということを、聖書は、やりでわきを刺すことによって、もちろん、それも預言が成就する内容です。私たちに知らせています。イエス様は、キリストとして十字架で死なれた。もうすべて完了した。そうでなければ、イエス様の死はありえません。しかも槍でそれを再確認するために刺した。救いはどれほど完璧に徹底的に完成したものなのかというメッセージを私たちに語っていらっしゃるのです。イエス様の完成された救いの働き、それにもう釘を刺すような行為を許していらっしゃいます。つまり、イエス様が死なれたということは、神様が私たち罪人を救われるための契約をなさいましたが、その契約が完璧に成就したということなのです。その契約とは何でしょうか。アダムとエバが罪を犯したあと、神様は憐れみと愛をもって契約をなさいました。わたしがあなたがたを救うと。創世記3：15、女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕く。そのときに、かかとに噛みつかれるという契約をなさいましたが、それが完璧に成就した瞬間なのです。それを知らないでいる人々は、涙を流して悲しんでいたでしょうが、それは悲しむべき出来事ではありません。イエス様が死なれた。死ぬはずがない。死というものとは、ほど遠い神様ご自身です。それなのになぜ死なれるのでしょうか。救いのすべての働きが、もう完璧に終わったタイミングなので、死を許されました。死ぬはずのないイエス様が死なれた。イエス様の死、十字架を思い出すたびに、救いがどれほど完璧に終えられたのか。どれほど救いが完全に、完璧に序ジュしたのかということを、一緒に考えないといけません。つまり、私たちの罪をきよめ、罪を片づけるために、悪魔、サタンのしわざを打ち壊して、神を失い、神様から離れていた私たちが神様と出会ういのちの祝福、そういうすべてを全部成就したということです。そのためにイエス様は、ご自分の命をささげることになったのです。旧約の聖書を見ると、このイエス様の一連のすべての救いの働きのために、このように表現して現しています。全焼のいけにえ。羊やいけにえを殺して、内臓や皮、全部を放り出してバラバラにして、一点たりとも残すことなく、全部燃やして、その香りを天に届けるようなことをしていました。全焼のいけにえ。その全焼のいけにえ、すべてが燃やされて、燃え尽くされたということが、イエス様が十字架で死なれて、最後の最後に刺されて水と血を全部注ぎだしたという内容です。イエス様ご自身のすべてを、全部ささげました。全焼のいけにえとして。それで完璧に、完全に救いの御働きが完成し、成就したので、イエス様は、おかしな表現でしょうが、安心して死を迎えるようになり、死を許されて死なれることになったのです。それがイエス様の死の意味であるし、イエス様の死の真相です。だから、イエス様が息を引き取られた、イエス様が十字架でいよいよ死んでしまったということで、私たちの頭の中では、すべてを完了したというメッセージが思い浮かばなければいけません。それがイエス様の死が私たちに語るメッセージなのです。
そうならば、だれでもこのイエス様による救いが与えられたときに、その十字架で死を遂げましたイエス様による救いは、完全なる救いなのです。そのことを今日の聖書の箇所などで、イエス様が死を許されることによって、すべて完了したと宣言されました。このメッセージを通して、イエス様による救いは、完全なる救いなのだ、だれが救われてもその救いは完全なるものなのだ。その救いは私たちが捕らわれていたすべての滅びの運命から完全に解放されることです。中途半端に解放されたり許されたり、また、それが取り消されたりというようなことではなくて、完全に解放されました。イエス様ご自身がおっしゃいました。ヨハネ5：24、救われた者は、永遠のいのちが与えられ、さばきに会うことなく、
死からいのちに移っているのです。完全に解放されます。弟子たちと最後の晩餐を守られたときに、弟子たちの足を洗うようにされました。そのときに、イエス様がおっしゃいました。あなたがたは、わたしのことばによって全身きよいのですと。その全身の中に足も耳も目も頭も全部入っています。生理学的に申し上げると、内臓も胃腸も大腸も全部入っているのです。イエス・キリストによる救いは、全身きよいのです。どれほどきよいのでしょうか。聖なる神様が住まいにして一緒に住まわれることができるほどきよいのです。それがイエス様による救いです。もう二度と死などはありません。死からいのちに移っているのです。全身きよい、完璧にきよめられて、ヘブル10：14には、一度ご自分をいけにえとしてささげることによって、私たちに永遠に全うされて、永遠にきよい存在にしてしまいました。これがイエス様による救いの内容です。そういうことで、パウロが自分の弱さのゆえに悩みつつ、すぐに答えを出した聖書の箇所ですが、ローマ8：1を見ると、だから、もう二度と私たちは、罪に定められることはありません。罪を犯すことがあっても、罪に定められ、さばかれることなどありません。なぜなら、完全に解放されているからです。いのちと御霊の原理によって、死と罪の原理から永遠に解放された者なのだと宣言されます。イエス様による救いは、皆さんがどんな人間であるかとは関係なく、完全に解放されることです。半端に解放されることではありません。執行猶予などがつくようなものではありません。でも、わたしが見ている限り、ほとんどのクリスチャンの方々が、自分の弱さや何かの過ちや失敗などの時に、この完全な救いに集中して、これを味わうことがほとんどありません。またそれに捕らわれて、また罪にさだめられるかのような道を歩くのです。でも、それは何かの過ちを犯しているからではなくて、イエスによる救いがすべてを完了したと宣言される、イエス様が死ぬことができる完全なる救いだということを忘れているからでしょう。生まれたときから今までずっと因果応報の法則に染まっていたので、救われたのにもかかわらず、いまでも振り回されているからではないでしょうか。だから、もうこれ以上、そういうのはまっぴらでごめんだという思いで、どんなことがあろうが、イエス様の救いは私の救いであり、私にとって完全なるもので、完全な解放なのです。もう二度と滅びることがないし、罪に定められることもありません。というのは、勝手に罪を犯してもいいという、変な話ではありません。しかし、私たちが天に召されるまでは弱さのゆえに、いろいろなミスを犯すかもしれません。サタンのいろいろな誘惑に負けるときがあるかもしれません。それによって救いが捻じ曲げられたり、救いが縮まったり、形を変えたりということはありません。完全な救いなのです。…にもかかわらず、滅びることはできません。…にもかかわらず、二度と地獄に行くことはできないし、罪に定められ裁かれることなどはできないように完全なる救いを与えられました。喜んでください。
　それだけではありません。イエス様の救いは、なぜイエス様が安心して死なれたのか、なぜイエス様は、死を許されたのか。イエス様による救いは、完全にインマヌエルできるからです。完全なる同行です。完全なるともに一緒です。旧約の時には、聖霊がともにおられて、ときには離れたりということもありました。イエス様による救い、イエス様が死を迎えるようになった、その背景にある完璧な救いの中では、そういうことはありません。一度、イエス様を信じて受け入れた者は、あなたがたは聖霊が宿る神の神殿であることがわかっていないのかという者になりました。私たちと気持ちとして一緒にいるとか、手を取り合って一緒に歩くような感じではなくて、私たちの内側に入って、私たちを住まいにしてともにおられる、完全にともにいらっしゃいます。不思議です。しかもこのような状態が、なにがあっても、いつまで経っていても変わりません。これを壊すことができません。どんな被造物も悪魔も天使でさえも。ローマ8：39、このキリストの愛から、私たちを切り離すことはできません。永遠にともにおられます。それが完全に一緒という意味です。イエス様が最後の祈りをささげたときにも、父がわたしの中に、わたしが父の中にいるのと同じように、わたしが彼らの中に、彼らがわたしの中に、私たちと同じように枯れれも一つになるようにしてくださいとおっしゃいました。言葉で全部言い表せない、完璧に完全に私とともにおられることになります。これが救いです。それで救われたひとりひとりを教会と言うのです。教会はキリストが頭であって、その体のような存在だということでしょう。頭と体と離れているのを見たことがありますか。どこかの妖怪みたいなもの以外は。くっついていて切り離すことができません。完全に一緒です。これをワンネスと言います。これ以上、なにが望みなのでしょうか。これ以上、なにが問題なのでしょうか。創造の神様が私とワンネスになって、いつまでたっても一緒なのです。最近、私が行く所々で良くお話ししますが、本当にこの救いが完全であれば、私は弱いものですし、いろいろな状況があるのにもかかわらず、不安になる理由もないし、思い煩う理由もないし、不平不満、つぶやく理由もないし、言い訳などもいらないのではないでしょうか。そういうことによって、ついつい私たちは揺れていました。救いが完全であることを分かっていないので。
　そして、このような完全な救いは、私たちを完全に保証することになります。ご存知のように、イエス様を受け入れたその瞬間から、天に御国の国籍を持って、いつ死んでも天国に行くように保証されていて、最後の最後には、新しい天と新しい地を迎えて、そこで新しい生活を送るようになります。生活という言葉もふさわしくないとは思います。どんな世界が展開されるか分からないし、楽しみなのですが、新しい天と新しい地を迎えて、そこで主人公になるように保証されています。そして、そうなる以前、この地上にいる間にも、なにがあっても勝利できて、何も問題にならないように、聖霊の充満、聖霊の働き、力が保証されているのです。ただ聖霊があなたがたに臨まれるときに、植民地であれ、貧乏であれ、無能な人間であれ、一切関係なく、世界を変えることができると保証が許されています。そのことをすべて成し遂げられるための手段として、祈りを保証していらっしゃいます。イエスの名によって祈ると、すべてなんでも答えられる。祈りが通じあい、祈りが届いて、祈りが答えられるように保証されています。どんな祈りでしょうか。聖霊の力が与えられて、世界、周りを変えていく祈りです。そして、そのことのために、私たちはこんな人間なのですが、目に見えない悪魔、悪霊、暗やみの力を踏みつけて縛り上げ、退けることができる権威が保証されているし、また時間、空間に制限されない天使が私たちを手伝うように保証されています。つまり、地上にいる間に、完璧に勝利者の人生を歩むことができるすべてが保証されているわけです。なんと感謝でしょうか。救いは完全なるものです。皆さんの小さな頭で勝手に評価したりしないようにしてください。イエス様の死そのものが基準であり、それがメッセージなのです。もう一度聞いてみましょうか。イエス様はなぜ死んだのでしょうか。罪人のために死なれました、間違いありません。罪人がキリストを知ることができないまま、イエス様を十字架で殺してしまいました。その通りです。しかし、私たちはもう一つ考えないといけません。なぜイエス様は死んだのでしょうか。イエス様ご自身が死を許されたからです。つまり、イエス様は、死ぬことができない、死ぬはずのないいのちそのものなのです。それをまず大前提にして、それなのになぜイエス様は死んだのか。私たちの救いの働きが、完璧に完了したから、そのタイミングなので、そのサインとして死なれました。そのことを覚えて、救いが何なにかをよくよく考えてください。救いはどんなことがあろうが、この地上において、完全に勝利できるすべてが保証されています。それを一言でこのように現しています。ローマ8：28、すべてのことを働かせて益となるように、保証されています。なぜ心配するのでしょうか、なぜ揺れるのでしょうか。揺れるようなことがあるからでしょうか。今日のメッセージを聞いてみると、自分が弱さを抱えて限界を見るからではなくて、イエス様の救いが完全なるものだということを分かっていないので揺れるということを理解できますでしょうか。認めてくれるのでしょうか。そのフォーカスに移らないといけません。このように完全なる救いです。短い時間、全部は言えませんが、この分厚い聖書が私たちに語っている内容は、イエスによる救いは完全なるものなのだということです。中途半端に考えないでください。他の何かに首を突っ込むほどの弱々しい救いではありません。救いだけに集中して十分な救いです。これからは救いの他に神経が散ることなく、いろいろなことがあるのにもかかわらず、結局、救いが完全であれば、それ一点に絞って集中するようにしましょう。私たちに求められることは、私たちの完全さ、完璧さではありません。完璧主義というのは、ものすごく疲れます。潔癖主義は病気です。律法主義は、完璧主義と同じ流れのものです。できもしないことに挑戦することです。イエス様が100%、200％一人で完全にすべてを成し遂げられて、完全な救いを与えられるので、私たちは全き信仰をもってそれを受け入れることです。Only信仰によって。義人は信仰によって生きる。信仰に始まり、信仰に進ませるからです。受け入れた人々、すなわち、その名を信じた者は、神の子どもになる特権が与えられる。信仰の他には気にしないように。ローマ10：13、だれでもイエスの御名を呼ぶ者は、信じる者は救われるとあります。どのような救いでしょうか。この完璧な救いが、その人のものになるのです。信仰によって。差別も差も格差もありません。比較することもありません。どんな人間であれ関係ありません。今朝もお話ししましたが、イエス様の片側に、今まで犯罪者として暗い道ばかり、汚れた道ばかり通ってきて、最後の最後に強盗の罪で死刑にされているこの人間でも、信仰によって完璧な完全な救いの主人公になれます。今日、あなたはわたしとともにパラダイスにいます。勘違いしないでください。先週、申し上げましたように、あまりにも今まで私たちは福音とはかけ離れた因果応報や宗教の法則に従って、それが染み込んでいるので、信仰によってということが中々、理解できないようです。神様の恵みを祈ります。イエス様が死なれました。救いは完全なるものなのです。だから、私たちには、他に条件はありません。信じることによって。そして、私たちに求められるのは、信仰によって自分のものであるので、信仰によって、それを存分に味わうことだけです。

改めて申し上げます。私が弱いものであっても構いません。私は土の器のような弱々しいものであっても構いません。私の中に宝であるキリストがいらっしゃるからです。つまり、救いは完全なるものなのです。それなのに多くのクリスチャンが、自分の弱さのゆえに倒れます。それはおかしくないでしょうか。そうならないようにイエス・キリストが十字架で死なれました。弱さがあっても構いません。大丈夫です。なぜなら、救いはこの弱さに負けない完全なるものなので、私はだからこそ完全なる救いを握ります。もう二度と罪に定められことはありません。キリスト、イエスの御名をほめたたえます。パウロが弱さの中で告白しました。これが味わうことです。環境が険しくきつい状況の中でも構いません。なぜなら私の救いは完全なるもので、険しい環境に負けない救いだからです。死の影の谷を歩いていても私は構いません。なぜなら私の救いは完全なものですから。大丈夫です。状況がコロコロ変わり、あるいは、不可能な状況であっても、それにつぶれることなどありません。なぜなら、その不可能な状況より強い完全なる救いだからです。救いは不可能な状況に負けるような救いではありません。サタンは、心の中で弱いから、誰かが悪いから、なにかのせいで、こうだからというところに、私たちを束縛しようとしています。それを全部振り払ってください。振り払う信仰の勇気をもって、大丈夫よ。構わないよ。あなたがたは知らなくてもいい。植民地であれ、いま迫害によって皆殺されるような状況であって身動きもとれないような不可能な状況であったとしても、だからといって不信仰になったり、つぶれたり落胆する理由はありません。それは、あなたがたは知らなくてもいいのです。あなたがたには完全なる救いがあるでしょう。聖霊が臨まれると、そのすべてを乗り越えられるようになります、大丈夫です。お腹がすいているときでも、満腹なときでも、刑務所の中でも外でも、富んでいるときでも貧しいときでも構いません。そういうことによってフラフラ揺れるような救いではありません。救いは完全なるものなので、私を強くしてくださる方にあってできないことは何もありません。これが味わうということです。味わうことです。他に神様は要求されません。信仰によってすでに皆さんのものです。なにがでしょうか。イエス様が死なれました。完全なる救いが皆さんのものです。信仰を持って味わってください。そこにある喜び、感謝、勇気、それが本物です。学生さんが勉強する時にも、職場で仕事をするときでも、家庭内で様々な家事や子育てをするときでも、それを一生懸命やる前に、完全なる救いを味わうことによって、そこある感謝と、そこにある揺れることのない感激と賛美と喜びの上に勉強もあり仕事もあり何かがあるのです。皆さんは、そういう存在です。これに損したり奪われることがないようにしましょう。皆さんはこれから、いつでもどんな状況でも、皆さんがどんな弱さを抱えていても揺れることなく、私は完全な救いをいただいている者だという確信をもって、だからこそ私はそういう条件などと関係なく、幸せな幸いな者なのだという確信と、どんなことがあっても私は必ず勝利できるという確信を持っていてください。
そして、最後の最後の確信です。だから、私はあれこれなどに振り回されずに、必ず証人として用いられるはずなのです。この確信です。それと私とはあまり関係ないように話に感じるとすれば、それはすでに十字架で死を許されたイエス様によって皆さんに与えられた救いが完璧なものだということを忘れているからです。毎日思い出してください。それを皆さんに思い出してもらうために、聖餐の告白などをやっているのです。その意味合いを持って深く考え、そのみことばの中に自分自身を入れて一緒に流れながら考えてみてください。今まで染まっていたものが全部洗い流されて、このみことば、完全なる救いの祝福が皆さんに染まっていくようにしましょう。そこに真の勝利があることを信じて祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。イエス様が十字架で、ご自分で死を許されて、霊をお渡しになったと表現されています。イエス様の死、そのものが身ごもって生涯を歩いて成し遂げられました。罪人を救うための、救いのすべての働きが完璧に成就して完成したというサインであることを教えられました。だから、イエス様による救いは、完全なるものだという一点たりとも結果のない完璧な救いであることを確認して、私たちがその救いの主人公であり、幸いなものであることを感謝しながら、条件、状況、環境などに振り回されずに、その救いの祝福を味わうことに集中できるように、それで十分なので他に惑わされずに、また首を突っ込まずに救いの祝福を味わうことに集中して専念できるように兄弟姉妹を励ましてください。まことのいやしの祝福を心からお祈りいたします。感謝して、イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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